別紙１

令和７年度内子町ビジネスプランコンテスト
企画・運営委託業務委託仕様書

１．業務名
令和７年度内子町ビジネスプランコンテスト企画・運営委託業務

２．業務目的
ビジネスプランコンテストを開催することで、内子町で起業したい人を募り、実際にビジネスができるよう支援することが最大の目的。起業家や起業志向・地元志向の若者等の移住・定住につながるスキーム作りも業務に含むこととし、新しいビジネスモデルの構築による商品やサービスの開発を周辺地域の活性化につなげたい。
[bookmark: _GoBack]この目的を果たすためには、町内外の広くから応募者を募り、優れたアイデアを持つ人材を集める必要がある。また実際に内子町内で起業するために、そのアイデア自体のブラッシュアップをし、継続的・安定的に収益を得られるように支援することが重要である。当該業務では、その一連の流れを効果的に実行できる事業者を選定したい。

３．履行期限
　委託契約締結日から令和８年３月31日まで

４．対象者
　コンテストの参加対象者は、内子町内で起業を予定または希望している者とする。
　※すでに起業している場合は、新しいビジネスプランを有していることを参加条件とする。内子町内の中小企業の事業承継予定者も可とする。

５．業務内容
(1)事務局の設置
　　業務を実施する事務局を設置し、履行期間中における業務遂行に携わる十分な人員を配置・確保すること。
(2)募集、周知
　　認知度の向上を目的として、コンテストの名称を考案すること。また印刷物やホームページ等で町内外から応募者を募る工夫をし、10人以上の応募者を確保するよう努めること。
　(3)企画・スキーム作り
　　業務目的を鑑み、コンテストの入賞者や応募者が、内子町内で起業できるようにする仕組みづくり等の提案。また、他の市町等が行っているビジネスプランコンテストとの差別化など、効果的な実施方法などの提案を盛り込むこと。
　(3)要領等の作成
　　募集要領を作成すること。また申込書を作成し、記載項目には応募者の基本情報やビジネスプランをはじめ、応募者の審査・選定等を盛り込むこと。
　(4)１次審査（書類審査）の実施
　　審査基準を定めるとともに適切な審査員を選定し、公平な審査の上、５人程度の審査通過候補者を選定すること。なお、審査結果については、受託者において応募者全員に通知し、応募者のビジネスプランに対する評価や助言等を行うこと。
　(5)実践プログラムの運営
　　１次審査通過者に対し、ビジネスプランのブラッシュアップや最終審査のプレゼンテーションに向けての支援を行う。
　(6)最終審査
　　一般公開のプレゼンテーション審査により受賞者を決定し、表彰を行うこと。審査においては審査基準を定めるとともに、適切な審査員を配置し、公平な審査の上、受賞者を決定すること。審査員には適正な審査及び講評や助言等を行える人物を３名以上選定すること。審査員及び審査基準は町と協議の上、決定すること。
　　審査員が受賞者の選定を行っている間、起業や新規事業進出等に関する講演を行う講演者を審査員とは別に１名選定すること。
　(7)アンケートの実施
　　参加者に対しアンケートを実施し、集計・分析を行った上で、結果を町に報告すること。

７．打合せ
　本業務の遂行にあたっては、担当課との連絡を密にするよう努めるとともに、月1回程度は担当者との進捗確認を実施するなど、効率的かつ効果的に進められるよう最大限努力すること。

８．業務報告
　受託者は本業務の実施状況等を明らかにするため、下記の通り提出すること。
①提出物
　　　・実績報告書（実施状況や開催結果等、詳細が分かるもの）
　　　・アンケートデータとその集計結果
　　　・実践プラグラムや最終審査会等の写真
　　②提出期限
　　　令和８年３月19日（木）

９．著作権・特許権
ホームページやチラシ等の各種広告物、ロゴ、名称等の作成に当たっては、第三者の著作権を侵害しないよう留意すること。
　本業務で作成したホームページやチラシ等の各種広告物、ロゴ、名称等及び写真やイラスト等の著作権（著作権法（昭和45年法律第48号）第27条及び第28条に規定された受託者の権利については行使しないものとする）は町に帰属する。ただし、受託者が所有する写真・イラスト等を使用した場合、当該写真・イラスト等についてはこの限りではない。受託者が所有する写真・イラスト等を、町が成果品以外に使用する際には、受託者と協議・許諾等を要するものとする。

10．その他
（１）本業務の実施にあたっては、本仕様書のほか関係する法令条例等を遵守しなければならない
（２）受託者は本業務の全て又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、あらかじめ町の承諾を得た場合はこの限りではない。
（３）本業務について、業務の終了後も含めて、今後、内子町監査委員等の検査対象となる場合があるので、検査に積極的に協力するとともに、業務の報告や必要な資料等の説明責任を果たすこと。
（４）受託者は町と十分協議を行いながら、適切な体制により効率的な業務推進に努めること。業務を実施する上で、疑義が生じた場合及び本仕様書に明記されていない事項や詳細については、別途協議の上定めることとし、町の指示及び承認を受けること。
